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竹月9日、秋の全国火災予防運動の行事の一環として、消防技術

の向上及び地域住民の火災に対する意識の高揚を目的として、消防

総合訓練が行われました。(関連記事ア頁)
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A泉町長あいさつ

議

企ほたる太鼓でお祭りは開幕

h
p
く
す
玉
割
り

hv
子
供
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ク
イ
ズ
大
会

と
っ
て
も
楽
し
か
つ
だ

あ
っ
と
い
う
ま
の
秋
の
岨圃園田園

h
p
押
原
中
の
マ

l
チ
ン
グ
バ
ン
ド

日
グ

町
を
あ
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

『第
5
回
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
』
が
、
十

月
十
日
押
原
中
学
校
々
庭
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
お
よ
そ
一
万
二
千
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

祭
り
は
、
子
ど
も
た
ち
の
勇
壮
な
「
ほ
た
る
太
鼓
」
の
共
演
に
よ
り
幕
を
開
け
、
二
千

個
の
色
と
り
ど
り
の
風
船
が
空
高
く
舞
い
上
が
る
な
か
、
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
開
会

式
、
か
行
わ
れ
、
く
す
玉
、か
割
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
西
条
・
押
原
・
常
永
の
三
地
区
に
わ
か
れ
、
お
み
こ

し
を
か
つ
ぎ
な
が
ら
に
ぎ
や
か
に
入
場
行
進
し
、
そ
の
後
は
全
員
で
ク
イ
ズ
大
会
を
し
て

そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
答
え
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
押
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
が
行
わ
れ
、
そ
ろ
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
身
を
つ
つ

企ふれあい昭和踊りのみなさん
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ふれあい歌謡ショー IN昭和

本
町
出
身
の
田
中
よ
し
ひ
こ
さ
ん

熱
唱
H
U

島
み
や
子
さ
ん

4旺i野ボミm

は

み
、
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
、
集
ま
っ
た
み
な
さ
ん
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
贈
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
吹
奏
楽
部
は
先
日
、
群
馬
県
で
開
か
れ
た
関
東
マ
ー
チ
ン
グ
大
会
で
は
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
部
門
で
見
事
優
勝
を
獲
得
し
、
パ
レ
ー
ド
部
門
で
は
銅
賞
に
輝
き
ま
し

た。
ふ
れ
あ
い
昭
和
踊
り
で
は
約
四
百
人
が
参
加
。
校
庭
い
っ
ぱ
い
に
幾
重
に
も
踊
り
の
輪

、
か
広
が
り
、
「
新
昭
和
音
頭
」
や
「
ょ
っ
ち
ゃ
ば
れ
踊
り
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
婦
人
会
を
中
心
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
と
あ
っ
て
、
踊
り
が
音
頭
に
き

れ
い
に
あ
い
、
四
百
人
が
踊
る
姿
は
と
て
も
は
な
や
か
で
し
た
。

本
町
出
身
の
田
中
よ
し
ひ
こ
さ
ん
や
島
み
や
子
さ
ん
の
ミ
二
歌
謡
シ
ョ
ー
に
続
い
て
は

河
東
中
島
地
区
の
笠
お
ど
り
保
存
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
郷
土
民
踊
「
笠
お
ど
り
」
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

豪
華
な
商
口
問
、
か
用
意
さ
れ
た
お
楽
し
み
抽
選
会
に
続
い
て
は
、
香
西
か
お
り
さ
ん
を
迎

え
て
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
そ
の
歌
声
は
み
な
さ
ん
の
心
を
魅
了
し
た
よ
う
で
す
。

お
祭
り
の
最
後
を
飾
る
「
ふ
る
さ
と
花
火
大
会
」
で
は
、
見
事
な
打
ち
上
げ
花
火
の
連

発
で
、
秋
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

• • 

企香西かおりさんには泉町長から花束が

1 憧鞠繍襲名翠多機惑駐i土壌樹 齢綴験機機機γ燃機噛鐙翠翠議選

拠品い軟審議ショ
讃幽

護霊

静細亜覇盟諸藩講習E理覇

企相良町のプリティーレディー
企思いきり大きな声でグ

企郷土民踊「笠おどり」
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グ
町
の
玄
関
d

と
な
る

西
条
第
一
土
地
区
画

去
る
十
月
三
日
(
日
)
、
昭
和
町
総
合
会

館
に
お
い
て
、
多
数
の
関
係
者
の
出
席
の

も
と
、
昭
和
町
西
条
第
一
土
地
区
画
整
理

組
合
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

〔
概
要
〕

組
合
設
立
に
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
区

域
は
、
昭
和
町
の
中
心
市
街
地
よ
り
北

側
約
一
・
五
同
に
位
置
し
、
地
区
の

一

部
東
側
が
甲
府
市
行

政
界
と
接
し
、
北
西

側
か
ら
南
東
側
に
か
け
た
三
方
を
そ
れ

ぞ
れ
中
央
自
動
車
道
甲
府
昭
和
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
、
国
道
二
O
号
(
甲
府
バ

イ
パ
ス
)
及
ぴ
昭
和
バ
イ
パ
ス
に
よ
っ

て
固
ま
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
甲
府
盆
地
の

中
心
で
あ
り
、
昭
和
町
の
玄
関
と
も
言

わ
う
べ
き
、
面
積
二
三
・
七
加
の
区
域
で

山
あ
り
ま
す
。

会
事
業
の
基
本
的
な
目
的
は
、
本
地
区

齢
の
も
つ
地
理
的
優
位
性
や
高
い
利
便
性

(
を
有
効
に
活
用
し
、
都
市
計
画
道
路
を

会総
は
じ
め
と
す
る
道
路
、
公
園
等
の
公
共

髄
施
設
の
整
備
と
、
住
・
商
・
工
の
パ
ラ

拾
ン
ス
の
と
れ
た
市
街
地
形
成
を
計
る
と

φ
噌

mた
と
も
に
、
現
地
区
内
居
住
人
口
の
約
二

州

五

O
人
を
将
来
人
口
約
一一
、
三
O
O
人

開大盛&
 

し
ま
し
た
。
以
来
、
様
々
な
検
討
、
協

議
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
地
権
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
地
区
単
位
の
グ
ル

ー
プ
説
明
会
等
催
す
な
か
で
、
着
々
と

準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、

町
に
お
い
て
も
、
平
成
二
年
九
月
に
担

当
課
で
あ
る
区
画
整
理
課
を
設
置
し
、

重
点
施
策
に
掲
げ
て
、
積
極
的
な
推
進

を
図
り
、
園
、
県
を
は
じ
め
と
し
て
各

関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
て
参
り
ま

し
た
。
平
成
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
、

さ
ら
に
一
部
地
権
者
に
よ
る
別
組
織
を

つ
く
り
、
区
画
整
理
後
に
お
け
る
土
地

の
有
効
活
用
を
考
え
、

「
ス
ー
パ
ー
街

区
」
計
画
案
の
検
討
に
も
着
手
し
ま
し

t
た
。
平
成
四
年
五
月
、
施
行
区
域
を
正

全
式
決
定
し
、
併
せ
て
特
定
保
留
区
域
の

閥
解
除
申
請
を
県
を
通
し
て
国
に
提
出
し

酒
ま
し
た
。
同
年
十
二
月
、
一

O
九
名
に

ia一
及
ぶ
地
権
者
の
約
九
八
%
の
同
意
を
得

と
す
る
な
か
で
、
高
度
な
土
地
活
用
と
て
、
組
合
設
立
認
可
申
請
書
を
県
へ
提

昭
和
町
の
拠
点
と
な
る
べ
き
街
づ
く
り
出
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
五
年
を
迎
え
、

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

六
月
中
旬
に
は
特
定
保
留
解
除
と
同
時

「
釆
Z

E
目

J

に
事
業
に
対
す
る
国
の
承
認
が
得
ら
れ
、

r
e官
、

Z
L

こ
れ
を
受
け
、
七
月
に
は
組
合
事
務
所

昭
和
六
十
二
年
、
基
本
構
想
策
定
の
を
役
場
内
の

一
室
に
設
け
る
と
と
も
に
、

た
め
の

A
調
査
を
実
施
し
、
第

一
回
の
組
合
設
立
後
の
役
員
構
成
に
取
組
む
な

全
体
説
明
会
を
聞
き
、
土
地
区
画
整
理
か
で
、
泉
町
長
へ
の
理
事
長
就
任
要
請

事
業
の
し
く
み
や
区
画
整
理
に
必
要
な
を
重
ね
、
内
諾
を
得
る
な
ど
、
体
制
づ

基
礎
調
査

(
B
調
査
)
の
説
明
が
行
わ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
ゃ

れ
、
同
年
十

一
月
に
は
準
備
委
員
会
が
っ
と
」
と
申
す
べ
き
か
、
「
い
よ
い
よ
」

発
足
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
年
の
十
二
月
、
と
言
う
べ
き
か
、
平
成
五
年
九
月
十
七

地
区
内
の

一
0
・
五
加
が
特
定
保
留
地
日
付
に
て
県
知
事
よ
り
組
合
設
立
が
認

と
し
て
調
整
区
域
に
逆
線
引
き
さ
れ
た
可
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
六

の
を
契
機
に
、
区
画
整
理
事
業
取
組
み
年
八
ヶ
月
に
亘
る
永
い
道
の
り
と
、
約

へ
の
検
討
と
計
画
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
五
十
回
を
数
え
る
準
備
会
役
員
会
、
十

一
回
に
及
ぶ
地
権
者
全
体
会
、
そ
の
他

諸
々
の
検
討
や
協
議
及
ぴ
県
内
・
県
外

に
至
る
視
察
実
施
や
勉
強
会
の
実
施
等

々
、
要
し
た
日
数
と
時
間
は
膨
大
な
も

の
で
、
今
日
に
至
る
ま
で
に
及
ん
だ
経

過
の
な
か
で
、
役
員
を
中
心
と
し
た
関

係
者
の
深
い
理
解
と
協
力
の
結
果
が
、

こ
の
度
の
組
合
設
立
総
会
を
開
催
す
る

に
及
ん
だ
成
果
の
表
れ
で
あ
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
組
合
は

設
立
さ
れ
ま
し
で
も
、
ま
だ
ま
だ
幾
多

の
難
問
が
山
積
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
、

一
つ
一
つ
を
解
決
し
な
が
ら
完
成
に
向

っ
て
推
し
進
め
て
い
く
に
は
、
今
ま
で

以
上
に
互
譲
と
協
調
の
心
を
も
ち
、
結

束
を
強
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

や
が
て
来
る
二
十
一
世
紀
の
始
め
に
、

計
画
さ
れ
ま
し
た
地
域
が
大
き
く
生
ま

れ
変
り
、
す
ば
ら
し
い
街
並
と
な
る
こ

と
を
夢
み
て
、
実
現
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④ 広報しょうわ平成5.12.1
...設立総合後の記念撮影(総合会館にて)



平
成
六
年
度
は

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
の
年
で
す

日

ω
昌
@
問
団
思
議
官
お
m
u
a

向。

-'6-
く

照之
断器
藍蒜

用

土
地
、
家
屋
は
、
三
年
ご
と
に
評
価
額
を
見
直
す
制
度
、
か
あ
り
、
平
成
六
年
度
は
こ
の
評
価
替
え
の
年

"

度
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
固
定
資
産
税
の
税
額
も
見
直
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
急
澱
な
税
負
担
の

一

増
加
を
緩
和
す
る
た
め
負
担
調
整
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

和
五
十
年
代
の

「
地
価
公
示
価
格

に

対

な

お

、
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課

す
る
固
定
資
産
税
評
価
の
割
合
」
の
実
(
岱
万
1
2
1
1
1
)
ま
で
お
問
合
せ
下

績
な
ど
か
ら
七
割
程
度
と
さ
れ
ま
し
た
。

さ
い
。

-
評
価
替
え
ま
全
国
一
律
に
実
施
/

固
定
資
産
税

(
土
地
、
家
屋
)
は
、

固
定
資
産
の
価
格
、
す
な
わ
ち
「
適
正

な
時
価
」

を
課
税
標
準
と
し
て
賦
課
さ

れ
る
も
の
で
す
。
資
産
価
値
の
変
動
に

応
じ
て
、
適
正
・
公
平
な
価
格
に
見
直

す
た
め
、
国
で
示
す
固
定
資
産
評
価
基

準
を
基
に

3
年
ご
と
に
評
価
替
え
が
行

わ
れ
ま
す
。

平
成
六
年
度
の
評
価
替
え
か
ら
全
国

一
律
に
土
地

(宅
地
)

に
つ
い
て
の
評

価
額
を
地
価
公
示
価
格
の
七
割
程
度
を

目
標
に
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
い
ま
ま
で
の
公
の
機
関
が

行
う
土
地
の
評
価
に
は
、
①
地
価
公
示

価
格、

地
価
調
査
価
格
、
②
相
続
税
評

価
額、

③
固
定
資
産
税
評
価
額
が
あ
り

ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
年
代
の
急
激
な

地
価
高
騰
の
影
響
に
よ

っ
て
こ
れ
ら
の

聞
の
差
が
大
き
く
な

っ
た
た
め
に
平
成

元
年
の

「土
地
基
本
法
」
に
お
い
て
、

公
的
土
地
評
価
の
均
衡
化
と
適
正
化
を

図
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
た
め
で
す
。

ま
た
、
こ
の

一
定
割
合
(
七
割
)
に

つ
い
て
は
、
地
価
が
安
定
し
て
い
た
昭

-
適
切
な
税
負
担
の
調
整
措
置

評
価
額
が
上
が
っ
て
も
税
負
担
は
急

に
は
増
え
ま
せ
ん
。

こ
の
評
価
替
え
に
伴
う
納
税
者
の
税

負
担
が
急
激
に
増
加
し
な
い
よ
う
、
次

の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
配
慮
が
さ
れ
ま
す
。

①
住
宅
用
地
の
特
例
措
置
の
充
実
に

よ
る
課
税
標
準
の
引
き
下
げ

②
評
価
額
の
上
昇
率
が
高
い
宅
地
に

つ
い
て
暫
定
的
な
課
税
標
準
の
特

例
措
置

③
前
年
度
の
税
額
を
基
礎
と
し
た
な

だ
ら
か
な
負
担
調
整
措
置

④
家
屋
に
係
る
耐
周
年
数
の
短
縮
等

に
よ
る
税
負
担
の
軽
減

ー
農
地
を
守
り
有
効
利
用
す
る
た
め
じ
|

を
附
し
て
県
知
事
に
進
達
い
た
し
ま

す
。
県
に
お
い
て
も
審
議
さ
れ
問
題

の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
農
地
転

用
許
可
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
造
成

工
事
等
に
つ
い
て
は
許
可
後
に
着
手

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

O
詳
し
く
は
、
役
場
内
農
業
委
員
会

事
務
局

(
宮
万

2
1
1
1
)
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
農
地
」
は
、
食
糧
の
安
定
供
給
の
た
め
の
生
産
基
盤
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
か
け
が
え
の
な
い
自
然
環
境
を
守
る
と
い
う
点
か

ら
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
農
地
法
で
は
、
農
地
を
農
地
以
外
(
例
住
宅
建

築
、
駐
車
場
な
ど
)
に
す
る
場
合
、
市
街
化
区
域
で
は
農
地
転
用

届
出
、
市
街
化
調
整
区
域
で
は
農
地
転
用
許
可
を
受
け
る
こ
と
を

定
め
て
い
ま
す
。

市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
農
地
転

用
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

転
用

目
的
を
記
し
た
届
出
書
を
町
農
業
委

員
会
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
提
出
の
あ
っ
た
書
類
は
、
内
容

を
確
認
の
上
、
地
元
の
農
業
委
員
に

調
査
依
頼
い
た
し
ま
す
。
地
元
農
業

委
員
の
意
見
を
聴
取
し
て
、
内
容
に

問
題
が
な
け
れ
ば
受
理
通
知
書
を
交

付
い
た
し
ま
す
。
こ
の
受
理
通
知
書

の
交
付
に
よ

っ
て
初
め
て
工
事
に
着

手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
街
化
調
整
区
域
内
に
お

い
て
農
地
転
用
を
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
は
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
許
可
申
請
書
を
町

農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
さ
れ
た
申
請
書
は
農
業
委
員
会

で
審
議
さ
れ
、
農
業
委
員
会
の
意
見

年
末
調
整
は
必
要
で
す

「
毎
月
の
給
与
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

て
い
る
の
に
、
な
ぜ
年
末
調
整
が
必
要

な
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
疑
問
を
お
持
ち

の
方
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
。

年
末
調
整
と
い
う
の
は
、
年
聞
の
収

入
か
ら
算
出
さ
れ
る
税
額
と
、
毎
月
の

給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
源
泉
徴
収
税

額
の
合
計
と
の
過
不
足
を
調
整
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

給
与
の
源
泉
徴
収
税
額
は
、
年
間
を
ド

通
し
て
月
々
の
給
与
が
変
わ
ら
な
い
も
一l

t
 

の
と
し
て
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で、

いん

川

年
の
途
中
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
口

り
筏
業
手
当
な
ど
が
月
々
変
化
し
た
り
刀

哨

す
る
と
、

年
間
の
税
額
と
の
過
不
足
が
税

制

生
じ
る
た
め
、

年
末
調
整
が
必
要
と
な
対

一

る
の
で
す
。

，-恐

怖



受
付
期
間
は
、
平
成
六
年
一
月
十
七
日

i
三
十
一
日

平
成
六
年
度
、
町
内
の
保
育
園
に
入

国
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
入
国
説
明
会

を
行
い
ま
す
。
現
在
在
圏
中
で
、
来
年

度
も
引
き
続
き
在
園
を
希
望
さ
れ
る
児

砂
上
河
東
保
育
園
の
園
児
た
ち

十
二
月
十
三
日
(
月
)

十
四
日
(
火
)

十
五
日
(
水
)

十
六
日
(
木
) 童

に
つ
い
て
も
、
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
入
国
申
請
書
は
、
説
明
会
の
当
日

に
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
説
明
会
に
出
席

で
き
な
い
方
は
、
町
総
合
会
館
の
健
康

福
祉
課
に
入
園
申
請
書
が
用
意
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。

O
入
園
で
き
る
基
準

町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
で
、

保
護
者
の
労
働
条
件
や
そ
の
ほ
か
家
庭

の
事
情
に
よ
っ
て
保
育
で
き
な
い
小
学

校
就
学
前
の
児
童。

O
詳
し
く
は
、
役
場
健
康
福
祉
課

(
合
七
五
l

一
一
一
一
一
)
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

~:.: a 

西
条
四
一
八
五

午後7時30分

8 時 30分

押
越
八
四

河
西
七
四
三
!

一

上
河
東
三
八
三

申 請書 受付 平成 6年 1月17日-1月31日

受 付場所 各 {呆 z円k 園

平成 5年度市町村民税世帯課税証明書

添付 書 類 平成 5年分源泉徴収票 (給与所得者)

平成 5年分確定申告の控え(申告をした人)

~ -

西
条
一
区
・
西
条
二
区

清
水
新
居
・
西
条
新
田

押

越

・

河

東

中

島

紙
漉
阿
原

築
地
新
居
・
飯

河

西

喰

上
河
東
・
上
河
東
二
区

60名90名60名60名
*給与所得の方も確定申告をした場合は申告書の控えを提出して下さい。

12/10人権デー

い
じ
め
・
体
罰
は
、
児
童

・
生
徒

に
対
す
る
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
い
じ
め
・
体
罰
テ
レ

ホ
ン
相
談
(
岱
五
二
l

七

一
五
一
)
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
の
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
は
、
次

の
み
な
さ
ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

-
野
呂
瀬
正
彦
(
岱
七
五
l

二
O
六
三
)

・
望
月
朝
徳
(
宮
七
五
ー
三
四
六
五
)

・
鷹
野
誠
(
岱
七
五
ー
三
O
二
ハ)

・
岩
村
通
(
宮
七
五
ー
二
八
二
O
)

人
権
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、
委

員
さ
ん
に
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
設
相
談
所
ガ
開
設

O
日

時

十

二
月
十
日
(
金
)

午
前
十
時
l
午
後
三
時

O
場

所

玉
穂
町
総
合
会
館

(
田
富
町
・
玉
穂
町
と
合
同
)

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〈
新
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
の
紹
介
〉

西条の

野呂瀬正彦さん

『笠おどり』はなやかに//
第 6回身延線沿線ふれあい歴史まつり

が、 11月 3日、田富町の稲穂祭りと併せ

て開催されました。当町からは河東中島

地区の 「笠おどり」保存会の皆さんに出

j寅していただきました。

はなやかな 「笠おどり」 の舞が観客の

皆さんの目をくぎづけにし、盛んな拍子

が贈られていました。

西
条
の
井
口
等
さ
ん
の
後
任
と
し
て

野
呂
瀬
正
彦
さ
ん
が
法
務
大
臣
よ
り
十

一
月
一
日
づ
け
で
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま

す
。

⑥ 広報しようわ平成5.12.1

企はなやかに披露された笠おどり
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防
火
の
輪

つ
な
げ
乞
広
げ
乞

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
株
式
会
社
ア
ピ
オ
に

お
い
て
、
甲
府
地
区
消
防
本
部
・
昭
和
町
・
玉
穂
町
・
自
問
題
町
各
消
防
団
・

南
甲
府
警
察
署
・
(
株
)
ア
ピ
オ
密
徳
消
防
隊
合
同
に
よ
る
消
防
総
合
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
場
所
で
の
火
災
に
備
え
た
本
格
的
な
総
合
訓
練

で
あ
り
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
た
実
戦
さ
な
が
ら
の
真

剣
な
表
情
と
機
敏
な
行
動
が
印
象
的
で
し
た
。

訓
練
終
了
後
、
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
総
合
の
部
管
理
者
で
あ
る
泉
町

長
よ
り
「
適
切
な
行
動
と
消
防
技
術
の
向
上
及
び
地
域
住
民
の
火
災
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
一
層
の
ご
精
進
を
お
願
い
し
ま
す
己
と
い
う

訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

火
災
は
予
期
せ
ぬ
時
間
に
起
こ
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら
防
火
に
対
す
る
心
構
え
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

hv
見
事
な
訓
練
風
景

な
く
す
火
事

1

h
p
特
別
救
助
隊
の
模
範
演
技
が

両
方
K
l
ス
22m一志コ
D
m又雪一

前
、
汁
冊

w
-
A
-
ノ
ま
早

t
h
M
Y
川

υ----白
星
巨

高
層
住
宅
、
広
域
消
防
の
充
実
に
よ
防
ホ

l
ス
を
乾
燥
す
る
こ
と
へ
と
移
つ

り
火
の
見
や
ぐ
ら
の
利
用
は
、
火
事
を
て
来
ま
し
た
。

見
つ
け
半
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
か
ら
、
消

三
十
七
年
間
の
清
水
新
居
区
民
の
生

?
活
を
見
守
り
続
け
た
火
の
見
櫓
も
老
朽

槻
化
し
、
工
事
の
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。

お
そ
こ
で
町
で
は
、
区
の
要
望
に
応
え
こ

ト
の
度
、
消
防
ホ

l
ス
掛
け
を
清
水
新
居

献
公
民
館
地
内
に
新
設
い
た
し
ま
し
た
。

枇
今
後
も
、
引
き
続
き
消
防
団
の
皆
さ

治
ん
に
は
、
安
全
で
住
み
良
い
町
づ
く
り

続
の
た
め
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

企
思
い
ま
す
。

防
犯
様
誇
入
選
者
決
ま
る
グ

南
甲
府
警
察
署
と
防
犯
協
会
南
甲
府
支
部
は
、
昭
和
地
内
、
か
本
年
度
警
察

庁
か
ら
守
盗
犯
防
比
重
点
地
区
」
と
「
少
年
を
明
る
く
育
て
る
モ
デ
ル
地
区
L

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
町
の
小
中
学
生
及
び
一
般
か
ら
、
盗
難
防

ヰ
と
少
年
の
非
行
防
正
の
だ
め
の
防
犯
標
語
を
募
集
し
ま
し
だ
。

そ
の
結
果
、
次
の
方
々
が
入
選
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
だ
。

〈
最
優
秀
賞
〉

押
原
小
6
年

小

島

由

希

子

「
注
意
す
る
気
持
ち
と
行
動

〈
優
秀
賞
〉

西
条
小
2
年

深

川

徹

「
ま
っ
て
て
ね
ロ
ッ
ク
か
け
た
ら

押
原
小
5
年

渡

辺

暁

子

「
ち
ょ
っ
と
待
て
掛
け
た
は
ず
だ
が

押

原

小

5

年

松

田

将

嘉

「
見
れ
ま
す
か
?
真
正
面
か
ら

大
切
に
」す

ぐ
い
く
よ
」

も
う
一
度
」

見
乃
z
貝

」
会
ヨ
ペ
刀

ν
Z
H
P
」

〈
最
優
秀
賞
〉

昭

和

町

西

条

一

区

中

沢

総

美

「
絶
や
す
ま
い
親
子
の
会
話
と

〈
優
秀
賞
〉

昭
和
町
河
東
中
島
神
宮
寺
辰
雄

「
た
し
か
め
よ
か
け
た
つ
も
り
は

思
い
や
り
」

も
う

一
度
」

⑦広報しようわ平 成5.12.1



第
二
十
九
回

公
民
館
ま
つ
り

文
化
講
演
会

「
い
の
ち
輝
い
て
」
l

文
化
の
香
り
生
き
生
き
と
|

恒
例
の
「文
化
祭
・
公
民
館
ま
つ
り
・
な
い
程
の
参
加
者
で
あ
ふ
れ
、
ご
自
身

文
化
講
演
会
」
が
十
月
三
十
一
日
か
ら
の
結
婚
、
子
育
て
、
離
婚
等
の
体
験
を

十

一
月
四
日
ま
で
、
総
合
会
館
と
中
央
通
し
て
の

「
い
の
ち
輝
い
て
」
と
題
す

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
る
講
演
に
、
時
間
を
忘
れ
て
聞
き
入
り

文
化
協
会
各
部
の

一
年
間
の
活
動
、
ま
し
た
。
講
演
会
を
担
当
し
た
雨
宮
社

成
果
の
発
表
の
場
で
も
あ
り
、
盆
栽
、
会
教
育
委
員
の
会
議
議
長
も

「皆
さ
ん

写
真
、
絵
画
、
陶
芸
:
:
:
と
力
作
が
展
に
感
動
し
て
も
ら
え
た
内
容
で
と
て
も

示
さ
れ
、
日
頃
の
研
錆
ぶ
り
が
い
か
ん
良
か
っ
た
日
と
満
足
そ
う
で
し
た
。
聞

な
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
「
今
年
も
文
化
き
の
が
さ
れ
た
方
、
も
う
一
度
と
い
う

協
会
の
会
員
に
も
刺
激
に
な
る
よ
う
な
、
方
は
、
講
演
テ

l
プ
が
教
育
委
員
会
に

一
般
町
民
の
出
品
が
目
立
ち
う
れ
し
い
あ
り
ま
す
の
で
、
お
貸
し
致
し
ま
す
。

で
す
ね
U

と
清
水
会
長
は
話
し
て
い
ま
寸
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー」「
詩
吟
の
タ

し

た

。

べ

」

「

芸
能
発
表
会
」
「
華
道
教
室
」
「
陶
芸

ま
た
、
今
年
の
文
化
講
演
会
に
は
女
教
室
」

等
々
に
も
多
数
の
出
演
者
、
観

優
の
白
川
和
子
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
賞
者
、
参
加
者
が
あ
り
、
文
化
の
か
お

た
。
七
年
ぶ
り
の
女
性
講
師
と
あ
っ
て
り
で
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

か
、
会
場
は
用
意
し
た
座
席
で
は
足
り企講演のために来町した女優の白川和子

砂
手
工
芸
の
即
売
会
も
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

忌
吾
容
と
支
化
恥

河
東
中
島
区
で
は
、
新
し
い
公
会
堂
懐
し
げ
に
見
て
い
ま
し
た
。
外
で
は
、

が
完
成
し
た
の
を
契
機
に
、
初
め
て
の
お
で
ん
屋
さ
ん
や
パ
ッ
カ
ン
屋
さ
ん
等

試
み
で
あ
る
地
区
文
化
祭
を
、
文
化
の
も
出
庖
し
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

香
り
の
す
る
生
き
生
き
と
し
た
活
発
な

γ¥

、

た

島

g

Iレ

ふ
る
さ
と
を
創
り
区
民
の

一
層

の

ふ

れ

吐

あ

い

を

深

め

る

た

め

に

、

「

中

島

ふ

る

れ

さ
と
文
化
展
」
を
十
月
三
十
日
か
ら
二

円

日

間

に

わ

た

り

開

催

し

ま

し

た

。

改

作

品

展

示

部

門

で

は

絵

画

・

書

道

・

う

ト
A
F

陶

芸

・

子

供

の

図

画

等

た

く

さ

ん

の

展

む

『
し

示

物

が

並

ぴ

、

企

画

展

示

部

門

で

は

中

懐

島

今

昔

物

語

と

題

し

昭

和

三

十

年

代

以

を

昔

前

の

写

真

や

物

品

が

並

ぴ

、

そ

れ

ぞ

れ

企

-宅

凪

2

z

z

Z

E

E

-

z

d

…
町
立
図
書
館
か
ら

…

今

月

の

…

お
す
す
め
サ
ゆ
訟
一
…

図
書

Y
レ

V
A
一一一一凶

問

、

;

:
一
口
町
山
一

-J
一…

…
【
一
般
図
書
}

山

o
恋

愛

論

川

竹

久

夢

二

太

田

出

版

…

酬

O
三
十
五
歳
た
ち
へ

泉

麻

人

読

売

新

聞

社

町

…

o
変

身

…

高
田
宏

m

T
B
S
ブ
リ
タ
ニ
カ
川

町

0
獄
中
か
ら
の
手
紙

永

田

洋

子

彩

流

社

…

川

0
硝

子

の

塔

山

川

ア

イ

ラ

・

レ

ヴ

ィ

ン

扶
桑
社
町

…
【
児
童
図
書
}

O
イ

ル

カ

の

く

る

浜

川

凶

辺

見

栄

女

子

パ

ウ

ロ

社

酬

山

0

マ
マ
が
死
ん
だ

M

山

J
・
フ
ァ
ン
ス
タ
ン

R

く
も
ん
出
版
刷

…

o
ラ
l
ジ
ヤ
の
カ
レ

l

…

国

松

エ

リ

カ

倍

成

社

…

o
森

の

木

…

川
端
誠

リ

ブ

ロ
ポ

l
ト
川

…

o
し

っ

ぽ

に

ご

ょ

う

じ

ん

…

文
化
出
版
局
川
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mw⑩
磁
器
宋
曾
国
自

十
月
二
十
四
日
旬
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
で
、
町
体
育
協
会
、
か

主
催
す
る
秋
の
球
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
壮
年

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
一
般
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
の

四
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
内
か
ら
約
五
百
人
が
参
加
し
、
押
原
中
学
校
々
庭
を
メ

イ
ン
会
場
に
熱
戦
を
展
開
し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O

一
般
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
:
・
西
条

一
区

準
優
勝
・
:
上
河
東
二
区

三
位
:
・
西
条
新
田

河

西

0

一
般
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優

勝

:

・押

越

準
優
勝
:
・
西
条
二
区

三

位
・
:
築
地
新
居

上
河
東
二
区

0
壮
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
・
:
河
東
中
島

準
優
勝
・
:
西
条
二
区

三

位
:
・
西
条
一
区

河

西

O
ゲ
l
ト
ボ

l
ル
大
会

優
勝
:
・
西
条
二
区

準
優
勝
・
:
河
西

三
位
・
:
西
条
一
区

清
水
新
居

企一般女子バレーボール大会(西条一区×西条新田)

ぷよぷ品:二品a晶、臨蛸紗明ゆ恥醐

企ゲー トボール大会(河東中島×紙漉阿原)

企壮年男子ソフトボール大会(西条二区×押越)

十
月

一
日
也
、
清
里
丘
の
公
園
ゴ
ル

フ
コ
l
ス
で
、
秋
の
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
気
も
最
初
は

雲
り
で
心
配
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
途

中
か
ら
秋
晴
れ
の

ゴ
ル
フ
日
よ
り
と
な

り
、
参
加
者
も
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の

ス
イ
ン
グ
で
こ
こ
ろ
よ
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

優
勝
は
上
河
東
地
区
で
、
春
と
秋
の

二
連
覇
を
な
し
と
げ
ま
し
た
。

ま
た
個
人
で
は
上
河
東
の
式
井
章
さ

ん
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す。0
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

優
勝
:・
上
河
東
準
優
勝
:
・
西
条
二
区

三
位
・・・河
東
中
島

個
人
優
勝
・
・
・
武
井

章
氏
(
上
河
東
)

1
1熱
い
戦
い
を
終
え
て

l
l

五
月
十
日
に
閉
幕
し
た
、
町
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
連
盟
主
催

「第
十
一
回
ク
ラ
ブ

対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
」
は、

お
よ
そ
半
年
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
十

月
二
十
六
日
開
会
式
が
行
わ
れ
、
熱
戦

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

優
勝
は
、

A
級
リ
ー
グ
が
西
条
二
区

A
ク
ラ
ブ
。

B
級
リ
ー
グ
が
西
条

一
区

ク
ラ
ブ
。

C
級
リ

l
グ
が
3
5
6
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
で
し
た
。

成
績
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

順
位
は
各
チ

l
ム
の
勝
ち
点
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。
勝
ち
点
が
同
じ
場
合

は
得
失
点
差
で
決
定
し
ま
す
。

-
F --.-

(A級リーグ)

順位 チ ー ム名 勝 負 分 勝点

西条 二 区 Aクラブ 巴 O 18 

E 築地ク ラ ブ 5 E 。17 

3 昭和ク ラ ブ 5 己 O 17 

4 目立 甲 府ク ラ ブ 4 3 O 15 

5 Y N クラ フ A 3 4 O 13 

巳 昭和 一 般男子 3 4 O 11 

ア スリ 工 スク ラ ブ E 5 O 11 I 

日 西条二区 日クラブ O ア O 

(8級リーグ)

順位 チーム名 勝 負 分 勝点

西 条一区クラブ B O 20 

己 飯喰フレンダ ー ズ 4 己 16 

3 押越 ク ラ ブ 4 3 O 15 

4 ワカツキスピリッツ 3 311 14 

5 河西 ク ラ ブ 2 4 11 12 

巳 中 島ク ラ ブ 3 4 O 11 

ア ラ ビットクラブ 己 5 O 11 

B ノ ンキ ー ズ 己 5 O 日

(C級リーグ)

)11頁イ立 チ ー ム名 勝 負 づ子 勝点

356ブラザ ー ズ ア O 22 

己 押 原 ク ラ ブ ア 。22 

3 クリ エ ト宅間 5 3 。1 B 

4 西条一区ベアーズ 4 3 17 

5 清水 ク ラ ブ 4 3 15 

巴 甲府エレクト口二クス 己 5 13 

ア ヤングム ー ン E B O 

日 テッチャンズ E 巴 O 10 

日 Y N クラブ B 611 9 

⑨ 広報しようわ平成5.12.1
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しえ れ も さ れて聞いる共又ま身ち僚困)で
まつる身れるいも内 ー に ー し近てそはで
ってと 近てこな数に方す緒たないれ、おい
た、思にいとが人不、るにが仲まにい世く
よ そ つ あ る でらい幸入こ働、間し先つ話つ
うれてるのし何まに院とけまがた生 も に も
でこし場によとすも し がるも急。方元なの
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ゐんなの広場
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定期点検・

早目の手入
喜四造

陶.L..

.lL 
....... 
女山梨医科医科大学事務局長

病
気
知
ら
ず
の
過
信
、
薄
々
不
調
を
感

じ
つ
つ
ま
あ
そ
の
内
に
の
受
診
先
延
ば

し
、
病
に
つ
い
て
の
過
度
の
不
安
や
悩

み
等
、
我
々
に
は
陥
り
や
す
い
落
し
穴

が
あ
る
よ
う
で
す
。

私
共
の
仕
事
の
中
に
は
、
教
官
や
医

師
の
方
を
は
じ
め
看
護
婦
等
の
医
療
技

術
者
や
事
務
系
の
人
達
等
大
学
の
職
員

す
べ
て
の
人
達
に
定
期
健
診
を
受
け
る

よ
う
強
く

(
?
)
奨
め
て
い
ま
す
。
健

康
は
そ
の
人
自
身
の
こ
と
に
止
ど
ま
ら

ず
、
そ
の
人
の
家
族
、
企
業
、
集
団
等

に
お
け
る
社
会
的
な
責
任
上
か
ら
も
こ

れ
を
維
持
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
く

感
ず
る
か
ら
で
す
。

病
院
へ
行

っ
て
診
て
も
ら
う
と
悪
い

病
気
と
言
わ
れ
る
の
が
怖

い
と
言
う
人

が
い
ま
す
。
誰
で
も
差
こ
そ
あ
れ
病
気

は
嫌
、
怖
い
と
思

っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
怖
い
と
身

を
す
ぽ
め
て
い
れ
ば
、
避
け
ら
れ
る
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
し
た

も
の
で
な
け
れ
ば
早
期
治
療
に
よ
っ
て

快
適
な
日
常
生
活
が
早
く
戻
っ
て
来
ま

し
ょ
う
し
、
手
の
か
か
る
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
て
も
時
期
が
早
け
れ
ば
早
い
程

治
療
効
果
も
良
く
、
治
る
ま
で
の
期
間

も
人
的
経
済
的
負
担
も
短
軽
で
済
む
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
の
抜
け
な

い
仕
事
が
続
い
て
い
る
時
で
も
、
ポ
ン

/
と
軽
く
子
を
打
っ
て
区
切
り
を
付
け
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
定
期
健
診
や
早
目
の

受
診
に
お
出
掛
け
下
さ
い
。

企

画

財

団

法

人

里
仁
会

(
十
月
一
日

i
十
月
三
十
一
日
受
付

・
敏
柿
略
)

実
お
誕
生
女
健
や
か
な
ご
成
長
を

地
区

氏

名

(保
護
者
)

上
河
東
二
区

隆

寛

(

健

蔵

)

西
条

一
区

勇

志

(

生

治

)

築
地
新

居

景

(

潤

)

西
条
二

区

喬

捕
(
克
己
)

清
水
新

居

千

穂

(

琢

)

紙

漉

阿

原

悠

花

(

佳

久

)

築
地
新

居

俊

貴

(

金

二

清
水
新

居

駿

(

清

)

田
中

伊深長 天 内松野
藤 津 田 野 藤 岡 中

-vご
結
婚
僧
V

末
長
く
お
幸
せ
巳

地
区

氏

名
山
本

靖

神
宮
寺
い
く
子

阿
部

淳

長

田

幸

子

飯

日食

可

西

-
お
悔
み
@
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

地
区

氏

名

(

届

出

人

)

河
東
中
島
有
泉
淳
夫
(
信
)

押

越

清
水
き
よ
の
(
俊
郎
)

押

越

清

水

き

ち

子

(

道

雄

)

西
条
二
区
河
西
み
つ
代
(
宏
之
)

清
水
新
居
乙
黒
き
み
(
原
田
健
)

⑩ しようわ平成5.11.1 広報
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まあ、おいしそー.グ。)〈楽しいクッキンタ〉

中何回

65g 
中?個 茄子

うすぎりベーコン

-材料
カボチャ 250g (約%個) 玉葱

ピーマン大f個 油少々

ミートソース 150 g 
ナチユラルチーズ(ピザ用)

-作り方

⑦ カボチャを5mm位!こ薄く切り、から揚にしておく。

② 玉葱、茄子、ピーマンをうすく切る(茄子は水であく抜を

する)。

フライパンに油を穀きベーコンと②の材料をいだめ、ミー

トソースで昧付する。

③をボールにとる。

フライパンlこ油を致き⑦のカボチャをしいて③を上!こかけ

る。

⑤lこナチユラルチース、をふりかけ、チーズがとろける迄中

火で焼く。

(とろけるチーズ)60g 

③ 

④ 

⑤ 

⑤ 

カ
ボ
チ
ャ
ピ
ザ

栄養改善推進委員

佐野 孟子さん(河東中島)

|ちょっと一言 | 
野菜は家庭にある物で(馬鈴薯、

さつま芋等)何でも結構です。

また、味付がミートソースだけで

すのでとてもかんたんです。

本
当
の
空
は
何
時
定
年
の
な
い
農
夫

一
木
一
草
社
に
思
い
出
郷
里
祭

E二コ

こ
う
ぼ
う
川
柳

汗
ぬ
ぐ
う
職
あ
り
今
日
も
つ
h

が
な
く

医
術
よ
り
や
さ
し
い
言
葉
病
惹
え

生
甲
斐
ど

ふ
れ
合
深
し
昭
和
町

凶
作
に
米
作
農
家
の
有
難
味

菊
一
輪
単
身
赴
任
の
窓
に
咲
く

細
川
を
大
河
ど
な
せ
る
か
肥
後
の
殿

ど
の
子
に
も
傘
に
な
り
た
い
母
の
愛

激
論
を
丸
く
お
さ
め
た
年
の
功

湯
煙
り
に
明
日
の
活
力
に
じ
み
で
る

望
ま
ね
ど
時
に
は
無
口
の
夫
婦
坂

風
鈴
も
戸
惑
う
夏
の
声
が
な
い

過
疎
に
住
む
運
命
背
負
っ
て
鎌
を
研
ぐ

引
づ
っ
た
重
荷
無

口
の
背
が
わ
び
し

台
本
も
な
き
優
し
さ
は
母
の
も
の

愛
の
鞭
父
の
利
か
し
た
ほ
ろ
苦
さ

母
の
織
る
日
ご
と
の
錦
詰
め
て
お
く

森
雨
の
非
米
輸
入
の
秋
と
な
り

生
き
る
の
に
つ
ら
い
苦
役
を
耐
へ
て
来

派
手
を
着
た
婆
ち
ゃ
ん
が
買
ふ
白
い
バ
ラ

チ
ョ
コ
の
日
の
老
を
ゆ
さ
ぶ
る
ハ

l
卜
形

老
い
て
な
ほ
負
け
ま
い
生
る
四
肢
伸
す

進
む
世
に
家
族
団
楽
A
7
速
く

カ
ラ
フ
ル
に
花
咲
き
話
題
も
趣
味
同
志

連
立
っ
て
福
祉
祭
の
歩
が
躍
る

高
野

森
田

三
神
ま
も
る

磯
部

森
田
み
づ
ほ

山
本
み
よ
子

相
原
あ
き
子

中
;尺

矢

崎
井
口

堀
内
美
代
子

;尺沢

夏
子

狂
花

玉
枝

久
子

竜
星

素
木

花
枝

春
男 仁二コ

祝
福
に
適
し
た
植

物
と
し
て
、
評
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
き
く

広
が
っ
た
真
っ
赤
な

葉
の
姿
が
、
子
離
し

で
お
祝
い
を
し
て
い

る
よ
う
で
、
お
め
で

た
い
場
面
に
ひ
き
た

つ
の
で
す
。

h
p
ク
リ
ス
マ
ス
の
メ
イ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
の
メ

イ
ン
フ
ラ
ワ
ー
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
寒
い

日
な
ど
は
、
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
鉢
を
い
く
つ
も
一
緒

に
置
く
と
、
暖
炉
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
き
に
は
、
情
熱
的
な
想
い
を

こ
め
て
、
ど
う
ぞ
:
:
:
。

@ 

今
月
の
花
木

益金
:弓?

《ポ
イ
ン
セ
チ
ア
》

花
言
葉

1
祝
福
す
る

真
っ
赤
に
燃
え
る
よ
う
な
大
き
な
花
の
よ
う
に
見

え
る
の
は
実
は
花
で
は
な
く
葉
で
す
。
本
当
の
花
は

こ
の
赤
い
葉
の
中
心
に
ち
ょ
こ
ん
と
小
さ
く
黄
緑
色

の
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。

戸札
刊

事く吾J似⑥
月日が流れるのは早いもので、

今年もいよいよ今月を残すのみ

となりました。何かと気忙しい

時期ですが、落ち着いて行動し

たいものです。

外では枯れ葉が舞い、人々は

コートの襟をたて、冬到来です。

来る平成 6年が皆さんにとっ

て輝かしい年となりますよう 、

お祈りしています。

r一一ーでご1 寒さが厳しく圏(M きますので
llf!=-さが三雪国i 健康には十分ご

i園田画面a・lIi 留意ください。

平成5.12.1⑪広報しようわ
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年
来
年
始
の
役
場
窓
口

口
役

場

の

一

般

窓

口

業

務

四

日

(

火

)

ま

で

閉

館

に

な

り

ま

す

。

今
年
は
十
二
月
二
十
八
日
(
火
)
ロ
ス
ポ
ー
ツ
施
設

で

業

務

を

終

了

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

釜

無

工
業
団
地
公
園
グ
ラ
ン
ド
・

す
。
来
年
は

一
月
四
日
(
火
)
か
ら
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
常
永
公
園
テ
ニ
ス

開
始
い
た
し
ま
す
。

コ
ー
ト
は
十
二
月
二
十
八
日
(
火
)

年
末
年
始
の
休
み
中
で
も
、

役

場

か

ら

一
月
四
日
(
火
)
ま
で
お
休
み

に
は
当
直
者
が
勤
務
し
て
い
ま
す
の
い
た
し
ま
す
。
体
育
館
・
グ
ラ
ン
ド

で
、
緊
急
の
場
合
は
岱
万
1
2
1
1

な
ど
の
学
校
開
放
施
設
の
貸
出
し
も

ー
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
様
で
す
。

口
総
合
会
館
・
温
泉

口
町
立
温
水
プ

l
ル

十
二
月
二
十
八
日
(
火
)
か
ら

一

十
二
月
二
十
七
日
(
月
)
か
ら

一

月
四
日
(
火
)
ま
で
総
合
会
館
は
閉
月
五
日
(
水
)
ま
で
休
館
に
な
り
ま

館
に
な
り
ま
す
。
温
泉
は

一
月

五

日

す

。

(
水
)
か
ら
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

口

町
立
図
書
館

口
中

央

公

民

館

十

二
月
二
十
七
日
(
月
)
か
ら

一

十
二
月
二
十
八
日
(
火
)
か
ら

一
月
月
五
日
(
水
)
ま
で
休
館
に
な
り
ま
す
。

• 

冬
期
休
館
巴
な
り
ま
す

「
リ
ゾ
ー
ト

r

昭
和
」

今
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で

清
史
高
原
に
あ
る
町
営
の
保
健
休
養

施
設

「
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
」
が
、

今
月
か

ら
来
年
の
一ニ
月
ま
で
冬
期
休
館
に
な
り

ま
す
。
開
館
中
は
、

多
く
の
み
な
さ
ん

に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

開
館
は
来
年
の
四
月
か
ら
に
な
り
ま

す
。
雄
大
な
自
然
の
中
で
高
原
の
リ
ゾ

ー
ト
ラ
イ
フ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

0

・
お
問
合
せ
昭
和
町
役
場
総
務
課

(
岱
お

i
2
1
1
1
)
ま
で

{
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
〕

有
価

年
末
恒
例
の
有
価
物
回
収
事
業
は
、

年
末
の
環
境
美
化
と
、
社
協
の
行
う
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
財
源
の

一
部

に
あ
て
る
た
め
の
も
の
で
す
。

各
支
部
の
社
協
理
事
が
中
心
と
な
り
、

関
係
各
位
の
労
力
奉
仕
を
い
た
だ
く
な

か
で
有
価
物
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

口
日
時

十

二
月
十
二
日
(
日
)

口
回
収
す
る
有
価
物

・
紙
、
布
類
・
ビ
ン
類

。
朝
八
時
三
十
分
ま
で
に
、
有
価
物
を

道
路
端
に
出
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
別
途
配
布
の
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

冒
時

w
a
ス

宇

部

自

昭
和
町
高
等
学
校
生
活
指
導
連
絡
協
人
は
レ
ン
タ
ル
料
(
二
千
五
百
円
)

議
会
(
高
生
連
)
で
は
、
地
域
の
高
校
・
リ
フ
ト
代
が
自
己
負
担
に
な
り
ま

生
を
対
象
と
し
た
ス
キ

l
教
室
を

開

催

す

。

い
た
し
ま
す
。

o
定

員

四

十

名

O
日
時
平
成
六
年
二
月
十

一
日
(
金
)
(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。)

午
前
六
時
三
十
分
・
集
合
出
発

O
募
集
期
間

(
昭
和
町
立
図
書
館
駐
車
場
)
平
成
六
年

一
月
七
日
・
八
日

午
前

グ

ル

ー

プ

ご

と

の

練

習

午

後

二
時
か
ら
四
時
ま
で

午
後
自
由
滑
走

O

お
申
込
み
は
昭
和
町
立
図
書
館

。
場
所
富
士
見
高
原
ス
キ

l
場

(

岱

万

|
7
8
6
0
)
ま
で

O
対

象

者

町

内

在

住

の

高

校

生

な

お

、

電

話

で

の

お

申

込

み

は

で

き

o
負

担

金

ス

キ

l
セ
ッ
ト
を
借
り
る
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
宅
零
義
実
態
調
査

じ
ご
協
カ
下
さ
い

建
設
省
で
は
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の

協
力
の
も
と
に
、
十
二
月

一
日
に
全
国

に
わ
た
っ
て

「平
成
五
年
住
宅
需
要
実

態
調
査
」
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
全
国
の
家
庭
の
皆
様
が
、

住
宅
に
つ
い
て
日
頃
ど
の
様
に
お
考
え

に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
を
伺
う
も
の
で
、

国
や
地
方
公
共
団
体
の
住
宅
施
策
を
行

う
う
え
で
重
要
な
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

全
国
約
十
万
世
帯
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
が
、
本
県
で
は
約
六
千
世
帯
に
調
査

を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

十

一
月
二
十
四
日
か
ら
十
二
月
七
日

ま
で
の
聞
に
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。た

き
火
に
よ
る

火
災
を
怠
〈
そ
う

年
末
は
、
た
き
火
に
よ
る
火
災
の
多

い
時
期
で
す
。
た
き
火
を
す
る
と
き
は
、

水
バ
ケ
ツ
や
水
道
ホ

l
ス
な
ど
消
火
用

具
を
準
備
し
て
お
き
、
火
を
つ
け
た
ら

そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

叉
」
い

。

0
町
内
に
お
い
て
、
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ

し
い
火
煙
が
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
る

場
合
は
、
前
も
っ
て
甲
府
南
消
防
署
昭

和
出
張
所
(
岱
万
1
5
4
9
9
)

に
届

け
て
出
て
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か

岡
消
防
団
・
出
初
式

毎
年
恒
例
の
町
消
防
団
出
初
式
を
、

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

「
出
初
め
式
」
と
は
‘
消
防
団
員
が

一
年
の
消
防
活
動
の
は
じ
め
と
し
て
、

表
彰
、
ま
た
、
訓
練
礼
式
や
消
防
器
具

の
操
法
を
披
露
す
る
式
の
こ
と
で
す
。

こ
の
式
は
、

一
年
の
初
め
と
し
て
、

気
持
ち
を

一
新
す
る
と
と
も
に
、
消
防

団
員
と
し
て
の
心
意
気
を
し
め
す
と
い

う
、
町
消
防
団
の

一
大
行
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。

日
ご
ろ
、
町
の
消
防
・
防
災
・
防
犯

活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
消
防

団
員
の
雄
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

A-と
き
平
成
六
年

一
月
九
日

午
前
九
時
か
ら

A
V

と
ニ
ろ
押
原
中
学
校
々
庭

EZT72コ
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

==10月 分 --

日

⑫ 広報しようわ平成5.12.1



C保健衛 生 だ よ り5
乳 児 康 雪合

ロジ 査健

実施日| 該 当 児 受付時間

平成5年8月出生児 午後オ時

12月ア日

(火)

平成5年5月出生児 午後4時30分

実施日 号7;リ目
白玉司 ニゴ ノレ 受付時間

平成4年竹月出生児 午後オ時

12月8日
(水)

平成5年2月出生児 午後オ時30分

場 所総合会館

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

3 種混合予防接種

日時 12月24臼(金)午後4時~守時45分
場所総合会館

該当児

砂I期……平成 3年 3月 1日~平成 3年 8月31日までの出生

児0

~II期…… I 期 3 回を完了して 1年から 1年6か月以内の人。

砂平成 2年 9月 1日~平成 3年 2月28日までの出生児で未接

種の入。

持ち物母子手帳・問診票

〈注意事項〉

O問診票の記入もれがないようにしてください。

0接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

くつぎのような人は接種できません〉

1.発熱している人。または著しい栄養障害の人。

2. 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている入。

3. はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以

内の人。インフルヱンザ接種後2週間以内の人。

4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした人。

由子手帳受付及び一般健康相談

B 時 12月68(月).17臼(金)・ 27臼〈月)

午前9時~刊時30分

場所総合会館

※母子手帳の交付には印鑑が必要です。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い、健康についての相談にお答えしてい

ますのでお気軽にお出かけください。

q歳 6か月児健康診査

実施日 12月16日(木)

受付時間午後T時""'1時30分
場 所総合会館

診 当 児 平 成 4年 4月 1日~平成 4年 5月31日までの出生

児。及ぴ前回未受診児。

持ち物母子子l帳・ 1歳 6か月児健診質問票

乳児整形外科横診

実施日 12月22日(水)

受付時間午後T時""'1時30分
場 所総合会館

該 当 児 平 成 5年 8月 1日~平成5年9月30日までの出生児。

持ち物母子手帳

子 宮 が ん 模 吾会
ロジ

町の検診を希望され、すでに受診票をお持ちの方は、 12月20

日(月)が受診期限となっていますので、お早めに指定医療機関

で受診されるようお願いします。

飼えなくなった犬猫収集日

日時 12月3日・ 17日(金)午前10時50分""'10時55分
場所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

描の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

り主すをしてくだ、さ1，， )0

献血にご協力ください

年末年始は、血液が不足することが予想されます。みなさ

まのご協力をお願いします。

日時 12月27日(月)

午前9時30分~午後3時30分
※11時30分""'12時30分までは受

侍を休ませていただきます。

場所昭和町役場正面玄関前

あ
な
た
の
真
ゆ
を

待
っ
て
い
る
人
ガ
い
ま
す

献血の種類 200rnO 400mO 全血献血

成分献血

⑬広報しようb 平成5.12.1



平成 5年 (1993年) 12月のこよみ
しわす

師走 DE仁EんiBER

日 Sunday I月 MondaL1火 Tuesday

平成5年度

年末年始の変通事故防止県民運動

12月10日働~1月10日(月)
ふれあいとゆとりでつなごう無事故の輸-

5語

総合会館蹴休日l図書館温水ブール。休館白
母子手帳交付及び

一般健康相談

家思 I (総合会館)

12 ~ 113室

有価物回収(社会 |図書館・温水ブール

福祉協議会午前 8 I休館日

時30分-)

19室 20百

7i 

乳児健康診査

(総合会館)

114百

21露

総合会館温泉定休日|図書館・温水プール lインフルエンザ

|休館日 |追加接種

心'l.. I (総合会館)

¥九時
w~ 

26百 27語

図書館休館日
(ー 1月 5 日)

ブール休館日
(ー 1月 5日)

献血
(役場正面玄関前)

母 子手帳交付及び
一般健康相談
(総合会館)

28奇
官庁御用納め

総合会館・中央公民

館休館(-1月4日)

zt<. Wednesday I木 Thursday
f先 If) 1ム

負 12滅

歳末たすけあい運

動 (-31日)

金 Friday I土 Saturday

3室 14百
人権週間 (-10日)

行政相談(中央公民 |第2回インフルエン|飼えなくなった犬・|役場閉庁

館午後 1時-)サザr予防接種 |猫の収集日 .... 謹拘弘b 
心配ごと相談(伐品配総i芯志合 I (総合会館社交ダンス初，心L心、者 _ • Tcφ2可温

呉会鋪館午吋後 1晴H時ト寺ト~)I| |閣躍教粧室(倣品総志合会館軽運 I lf¥ω怠犠品弱A
lリ1)/"μμノハ、ビt:'1)リj教室 動室午後8鵬H時寺ト~午後釦| 守 3 ゆ1
(仰配総志合会館 1 9ß時寺3ωO紛州分剣 ~

8強

心配ごと相談(総合

会館午後 l時-)

乳児健康診査

(総合会館)

115語

s高孤炉J

116奇

10百
人権デー

社交ダンス初心者

教室(総合会館軽運

動室午後8時一午後

9時30分)

17i 

白~"---市桓〆F

11語

役場開庁

結婚相談(総合会館

午後1時一午後3時)

子供アニメ映画会

(町立図書館午後

2時-)

118強

行政相談(中央公民|読み聞かせとお話

館午後 1時-)の会(町立図書館

心配ごと相談(総合 |午前10時30分-)

飼えなくなった犬・ |役場開庁

書2空走塁f寸及び |子どもク ラブ創作
一般健康相談 |教室(中央公民館講

会館午後 1時-) 11歳 6ヵ月児健康 (総合会館堂午後 2時一)
社交ダンス初心者ーリハビリ教室 |診査(総合会館)
教室(総合会館軽運

(総合会館)

22奇
冬至

23貧
困天皇誕生日

動室午後8時一午後
9時 30分)

24強 25室

心配ごとキ肝炎(総合|総合会館温泉定休日|三種混合予防接種 |役場開庁
会館午後 1時-) I図書館・温水プール I(総合会館)
交通事故出張相談|休館日 cflQ~ 
(中央公民館午前 I n'MOL-l 'Z' n~ 

10ー午後 3時~守-{HH~
乳児整形外科検診 β 俊一f立与同
リハビリ教室 1 1 13010) 
(総合会館l..温品--.ai

29i 

2主

30強 31室
大晦日

コミの特別収集

官2月2，2日掛
今月は、新年を迎える準備で、ご家庭でで、もゴミ

|の量か

そこでで、、第 4水曜日の22日に粗大ゴミ及ぴ特別

ゴミ(危険物など)の特別収集を行います。

ゴミを出す場合には、必ず:住所・氏名を記入し

た荷札を付けて出してぐださい。荷札が付いてい

ないゴミは収集いたしません。

広報しようわ平成5.12.1 ⑬


